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UNU School Visit 2024
私たち国連大学協力会では、国連大学広報部と連携し、
国際協力やSDGsに関心のある方を対象に、国連大学と
国連大学協力会の活動のご紹介、国際会議場の見学を
中心とした国連大学本部ビル見学ツアー「UNU School 
Visit」を実施しています。

2024年は、国連大学でのイベントや会議開催が大幅に
増えたことに伴い、会議場見学ができる日が減ったものの、
年間で24件実施いたしました。小学校低学年から社会人
まで多くの方に訪問していただきましたが、大学生・社会
人の訪問が増えたことが2024年の大きな特徴でした。
国連大学への関心が、あらゆる年代でとても高いことを
実感しました。

CONTENT

・ UNU School Visit 2024

・ JFUNU Study Tour 2024 –Kamakura-
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UNU School Visitの

お申込み・お問い合わせはこちらから

https://www.jfunu.jp/brochures/

主な開催要項
・3名以上30名以内のグループ単位
・10：00～12：00 または 14：00～16：00
・所要時間 2時間（推奨）
・水曜日、土曜日、日曜日、祝日、国連大学本部ビル
休館日ならびに8/4～8/17は開催不可

実際に国連機関に勤めている方でないと分からない意見が聞けて非常に有益なものだったと感じました。また案内や説明をして
くださる職員の方々の熱意も強く感じられより一層、国際関連の物事に興味が湧きました。英語を学ぶことの重要性もしっかりと
わかって良かったです。（高校生）

国連大学の紹介については、わかりやすい説明で大学の歴史や取り組みについて知ることができて、勉強になった。大学館内見
学では、詳しい説明でそれぞれの会議室について知ることができ、会議室の椅子に座れて嬉しかった。（中学生）

とても楽しかったです。SDGsの達成度がどれだけ大切か、などいろいろな話を聞いてたくさんのことを知りました。国連大学の職員、
学生の数の半数以上が女性なのはとても驚きました。英語の勉強がんばります。（高校生）

説明が細部まで行われて、国連大学がどのような機関なのか、役割と展望全てにおいて、関心を持つことが出来ました。
（大学生）
とても有意義な時間をありがとうございました。戦争や混乱の情報ばかりの最近の世界情勢に、国連の果たす役割はとても大きな
ものだと思います。国連大学はそれぞれの国連機関の橋渡しとの事で、職員の皆様に益々頑張っていただきたいと思います。
（社会人）
国連大学の説明はもちろんのこと、世界は飛び出す勇気をいただいたように、生徒の表情から感じました。素晴らしい時間となりま
した。ありがとうございました。（引率）

アンケートから

PROGRAMME 
What is JFUNU? 
国連大学と国連大学協力会の役割の違いを説明します。 

国連大学の主な活動を紹介します。 

What is UNU? 
国連にどうして大学があるの？何をしているところなの？ 

国連職員になるにはどうしたらいいの？疑問を解決しよう！ 

Visiting UNU Conference Halls 
ビルの中にある 2 つの国際会議場を巡ります。 

国連の会議に参加した気分を味わおう！ 

Group Photo 

ピラミッド型をした国連大学ビルを背景に記念撮影 

 



今回掲載のJFUNU Study Tour 2024 –Kamakura-は公益財団法人森村豊明会の
助成金を活用して、開催いたしました。

CONTENT

・ UNU Study Tour 2024 -Kamakura-

・ Introductory Meeting –はじめまして-

JFUNU Study Tour 2024 – Kamakura-
国連大学協力会では、国際相互理解の促進のため、世界各国から来日する国連大学の学生や研究者を対象に、
日本文化体験の機会を提供しています。
2024年12月9日、国連大学協力会は国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）の大学院生と鎌倉
に出かけました。鎌倉在住の英語ガイドの案内で、 古都鎌倉の名所をあちこち巡りました。学生からの感想や
コメントとともにツアーの様子をご紹介します。

最初に北鎌倉駅そばの円覚寺を訪れました。山門をくぐり抜け、かねてから体験した
いとのリクエストがあった座禅を体験。まずは英語で座禅の作法の説明がありました。
今回は正座ではなく、座布団を半分に折った上に座って足を組んだものの、一部の
学生はその姿勢を保つことに四苦八苦していました。数息観（すそくかん）と呼ばれる
座禅特有の複式呼吸による呼吸の調え方を教えてもらい、真っ暗にした部屋の中で
合計3回の瞑想の時間を持ちました。

昼食は、「鉢の木」で精進料理を味わいました。今回は特別に動物系の食材を
一切使用しない、ヴィーガンに対応したメニューを用意してもらいました。
来日2年目の学生の中には、お箸使いがすっかり慣れている人もいました。

800年の歴史を持つ鎌倉彫。 その制作と伝承に携わった鎌倉仏師を祖
とする後藤家が主催する鎌倉彫後藤会の方より鎌倉彫の歴史や彫りの
工程のレクチャーを受けました。

ツアーの最後は、鎌倉駅から江ノ電に乗って長谷駅へ。国宝でもある、鎌倉
大仏を参拝しました。夕方の遅い時間にもかかわらず、たくさんの観光客で
賑わっていました。大仏を参拝した後は、再び江ノ電に乗って鎌倉駅に戻り
解散。お天気にも恵まれ、たくさん歩いた一日でした。

ちょうど紅葉が見ごろの時期となり、行く先々で
映えスポットを見つけては、恒例の撮影大会。
皆思い思いのポーズで撮りあいっこしていました。

座禅体験 円覚寺

昼食

鎌倉彫会館

高徳院

It was my first Zazen experience. Focusing was difficult, but it was 
still an amazing experience for exploring my inner self.

The experience of flavours and textures made by 
apparently simple ingredients but that can be turned 
into new amazing food expression. It is impressive how 
humans can transform ingredients from nature to 
express gratitude through food.

the craftsmanship and level of detail and skills was 
mind blowing

The event is a very good one and afforded me the 
opportunity to know more about Japanese culture
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